
時
評佐

佐
木
幸
綱「
俺
は
行
か
な
い
」に
つ
い
て

　『
短
歌
研
究
』九
月
号
で
は
、岡
井
隆
追
悼
特
集
が
編
ま
れ
た
。御
用
掛
で
あ

る
篠
弘
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
佐
佐
木
幸
綱
の
時
評「
俺
は
行
か
な
い
」の
全
文

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。や
は
り
、岡
井
の
歌
壇
史
的
評
価
を
語
る
上
で
宮
中
歌

会
始
選
者
就
任
事
件
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
宮
中
歌
会
始
は
、
国
民
か
ら
広
く
短
歌
を
募
集
・
選
別
し
た
後
、
皇
族
の

「
御
製
」
を
加
え
て
天
皇
の
面
前
で
披
露
さ
れ
る
新
年
の
皇
室
行
事
で
あ
る
。

荘
厳
な
儀
式
は
、「
天
皇
制
」
を
再
確
認
さ
せ
る
場
と
い
え
る
。
歌
を
よ
み

あ
げ
る
披
講
諸
役
は
旧
華
族
組
織
か
ら
と
決
ま
っ
て
お
り
、
三
度
披
講
さ
れ

る
天
皇
の
「
御
製
」
に
は
、出
席
者
は
起
立
し
て
聴
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
の
歌
会
始
を
前
に
、幸
綱
の
時
評
か
ら
思
う
こ
と
を
書
い
て
み
た
い
。

　
宮
中
歌
会
始
と
現
代
短
歌
の
繋
が
り
は
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）、

戦
後
第
一
回
の
歌
会
始
か
ら
で
あ
ろ
う
。
歌
壇
か
ら
選
者
を
登
用
し
、
佐
佐

木
信
綱
、
窪
田
空
穂
、
斎
藤
茂
吉
の
三
人
が
そ
の
任
に
就
い
た
。

　
選
者
就
任
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
と
な
る
結
社
誌
の
反
応
が

興
味
深
い
。
戦
後
初
の
歌
会
始
に
つ
い
て
最
も
力
を
い
れ
て
周
知
し
て
い
た

の
が
信
綱
の
「
心
の
花
」
で
あ
る
。
選
者
の
決
定
と
詠
進
歌
の
要
領
が
発
表

さ
れ
た
昭
和
二
一
年
一
〇
月
号
に
は
、
巻
頭
に
付
録
と
し
て
歌
会
始
の
要
領

（
図
書
頭
大
場
茂
行
執
筆
）
と
信
綱
の
文
章
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
信
綱

は
、
選
者
と
し
て
天
皇
か
ら
「
歌
道
を
と
ほ
し
て
、
皇
室
と
國
民
と
の
結
び

つ
き
に
就
い
て
、
一
層
努
力
す
る
や
う
に
」
と
の
言
を
賜
っ
た
と
報
告
し
て

い
る
。
一
二
月
号
巻
頭
で
は
、
信
綱
の
月
詠
「
日
本
國
憲
法
發
布
の
日
に
」

と
分
け
て
、「
や
ま
と
歌
の
道
」
と
題
し
た
選
歌
中
の
詠
四
首
を
飾
る
。

　
さ
ら
に
、
歌
会
始
後
に
発
行
さ
れ
た
三
月
号
で
は
、
巻
頭
に
御
製
を
含
め

た
全
歌
、
次
ペ
ー
ジ
に
選
者
と
し
て
の
体
験
談
を
、
さ
ら
に
、
村
田
邦
夫
に

よ
る
「「
あ
け
ぼ
の
」
の
選
歌
よ
み
て
」
と
題
さ
れ
た
特
集
評
論
を
置
く
。

　
空
穂
の
「
槻
の
木
」
で
は
、
昭
和
二
一
年
一
〇
・
一
一
月
号
の
巻
頭
に
空

穂
の
名
義
で
選
者
就
任
と
、
信
綱
の
文
章
に
も
あ
っ
た
、
天
皇
の
言
葉
を
報

告
す
る
。
天
皇
が
三
人
の
新
選
者
に
か
け
た
言
葉
を
、
空
穂
は
「
作
歌
の
母

胎
で
あ
る
國
民
觀
念
そ
の
物
の
涵
養
に
努
力
せ
よ
と
の
大
御
心
」
と
解
釈
す

る
。
空
穂
の
解
釈
は
、
明
治
生
ま
れ
の
歌
人
た
ち
が
戦
後
と
天
皇
、
そ
し
て

短
歌
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
を
示
す
ヒ
ン
ト
に
な
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
歌
会
始
後
の
二
・
三
月
号
で
は
、
編
集
の
都
合
な
の
か
、
空
穂
の
評
論
「
萬

葉
集
概
説
」
の
文
章
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
主
宰
が
空
穂
で

は
な
い
「
槻
の
木
」
で
の
扱
い
は
、「
心
の
花
」
ほ
ど
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　「
心
の
花
」
と
対
照
的
な
の
は
茂
吉
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
で
あ
る
。
昭
和

二
一
年
九
月
号
の
末
尾
に
、
詠
進
要
領
と
茂
吉
の
選
者
就
任
が
七
行
で
記
さ

れ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
管
見
の
限
り
で
は
、
御
製
を
含
め
た
詠
進
歌
の

掲
載
が
な
か
っ
た
。「
心
の
花
」
か
ら
見
る
と
、「
ア
ラ
ラ
ギ
」
は
冷
静
と
も

言
え
る
。
当
時
の
編
集
発
行
人
が
茂
吉
で
は
な
く
、
土
屋
文
明
で
あ
り
、
茂

吉
は
未
だ
疎
開
中
で
あ
っ
た
。こ
の
事
と
も
関
連
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
戦
後
最
初
の
歌
会
始
に
対
す
る「
心
の
花
」、そ
し
て
信
綱
を
考
え
な
が

ら
、私
は
、約
半
世
紀
後
の
幸
綱
の
言
を
読
む
の
で
あ
る
。「
作
歌
の
母
胎
で

あ
る
國
民
觀
念
そ
の
物
の
涵
養
」の
た
め
に「
天
皇
制
」に
包
摂
さ
れ
る
短
歌

を
、幸
綱
は
宿
命
と
し
て
と
ら
え
つ
つ
、警
鐘
を
鳴
ら
す
。こ
れ
は
、岡
井
で
は

な
く
、自
身
の
祖
父
信
綱
を
見
て
の
言
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

御
手
洗
靖
大
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